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業務概要

総合教育政策局

2040年以降の
社会を見据える

未来を創る教育振興基本計画

TO
P
IC

　今の子供たちが社会の中心として活躍する
であろう2040年、そしてその先の社会はどの
ような社会だろう。2040年以降の社会を担う
人材に必要な力とは何だろう。ではその力を養
うために今後５年で教育は何をすべきだろう。
　教育振興基本計画は、教育基本法に基いて
５年おきに作られる教育の総合計画です。
2023年度から始まる次期教育振興基本計画
の策定に向けて、現在私たちは中央教育審議
会を中心に、2040年以降の社会を見据えた
教育の在り方について議論を行っています。総合教育政策局は、教育分野の筆頭局として、教育政策全体を

推進し、誰もが、いつでも、どこでも、必要な教育を受け、また学習
を行い、自立して、豊かな生涯を送ることができる環境の実現を
目指しています。具体的には、教育振興基本計画の策定、EBPM
の推進やその基盤となる調査統計の充実、日本人学校の支援、
教師の養成・採用・研修の一体的推進、生涯にわたる学び・地域
における学び・共に生きる学びの推進等に取り組んでいます。

います。高等教育段階では大学改革が進んで
いますが、デジタル等成長分野の人材育成や
博士号取得者数等国際的に遅れている面も見
られます。
　社会の変化をみると、2040年には現在と比
較して子供の数が２割減少し、世界に類を見
ない高齢化が進展することが予測されていま
す。新型コロナウイルスや国際情勢の不安定化
等VUCAと言われる予測困難な時代におい
て、持続的な社会の発展を維持していくため
に、教育の果たす役割はますます重要になって
います。

社会の変化、
子供たちの現状
　日本の子供たちは国際的に見て高い学力水
準を維持しています。他方で、不登校やいじめ
の重大事態は増加しており、特別な教育ニー
ズへの対応の必要性が高まっています。また、
教師の長時間労働や教師不足の課題も生じて
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左から沼澤、川村



ジキコンの様子 ICTを用いた遠隔授業の視察（北海道高等学校遠隔授業配信センター）

総合教育政策局政策課
教育企画調整官

川村　匡 Kawamura Tadashi
平成16年入省（法律）

平成15年10月
平成16年  2月
平成16年  4月
平成18年  4月
平成18年  8月
平成19年  4月

平成20年  4月

平成21年  4月
平成22年  1月
平成22年12月
平成24年  4月
平成25年  4月
平成27年11月
平成30年  8月
令和  2年  4月

令和  4年  4月

文部科学省大臣官房人事課審査班
同　高等教育局大学課
同　高等教育局大学振興課
同　初等中等教育局教育課程課
同　初等中等教育局教育課程課教育課程企画室
同　初等中等教育局教育課程課教育課程企画室
専門職
同　初等中等教育局教育課程課教育課程企画室
企画係長
同　生涯学習政策局政策課専門職
（育児休業）
同　大臣官房総務課広報室専門職
同　大臣官房総務課広報室専門官
国立大学法人京都工芸繊維大学総務企画課長
文部科学省高等教育局学生・留学生課課長補佐
同　高等教育局私学部私学行政課課長補佐
文化庁政策課専門官
（命）地域文化創生本部事務局
総括・政策研究グループリーダー
現職

総
合
教
育
政
策
局

若手職員による
「ジキコン」プロジェクト

　次期教育振興基本計画の策定に向け、省内
の有志の若手・中堅職員が、担当部署を越えて
議論を行う「次期教育振興基本計画の策定に
向けた若手・中堅懇話会」、通称“ジキコン”を
開催しました。総勢７０名の有志が集い、約半
年間、闊達な議論が繰り広げられました。議論
の成果は計画策定にも生かされています。

い尽くせませんが、キーワードは「学習者主体」
「個別最適・協働」「多様性、公平・公正、包摂
性」であると考えています。

受験生へのメッセージ
　皆さんは次期教育振興基本計画のキー
ワードを３つ考えるとしたら何を挙げるでしょ
うか？VUCAと言われる社会の中で教育は何
をするべきなのか？そんな答えのない議論を
日夜行うことは、とても難しく頭を抱える場面
が多々ある一方で、入省時から抱いていた自分
の思いや大切にしたいことを改めて掘り下げ
るいい機会にもなります。ジキコンをはじめ、
日々の業務においても、若手の意見に真摯に
耳を傾ける省内の雰囲気はとても風通しがよ
く、この組織はきっとこれからの教育をより一
層いいものにできるという確信につながってい
ます。皆さんの頭に思い浮かんだ３つのキー
ワードをより深めていただき、文部科学省で、
より良い日本の教育のために、一緒に議論して
政策を創っていけることを楽しみにしています。

持続可能な社会の創り手
とウェルビーイングの向上
　中央教育審議会での議論を通じて見えてき
た次期計画のコンセプトは、「持続可能な社会
の創り手の育成」と「日本社会に根差したウェ
ルビーイングの向上」です。主体的に社会の形
成に参画し、社会課題の解決と経済成長を結
び付けてイノベーションを生み出す人材の重
要性が高まっています。そして、多様な個人と
社会全体の幸せであるウェルビーイングを、教
育を通じて実現していくことが求められます。
そのための教育がどうあるべきか、ここでは言

います。高等教育段階では大学改革が進んで
いますが、デジタル等成長分野の人材育成や
博士号取得者数等国際的に遅れている面も見
られます。
　社会の変化をみると、2040年には現在と比
較して子供の数が２割減少し、世界に類を見
ない高齢化が進展することが予測されていま
す。新型コロナウイルスや国際情勢の不安定化
等VUCAと言われる予測困難な時代におい
て、持続的な社会の発展を維持していくため
に、教育の果たす役割はますます重要になって
います。

　日本の子供たちは国際的に見て高い学力水
準を維持しています。他方で、不登校やいじめ
の重大事態は増加しており、特別な教育ニー
ズへの対応の必要性が高まっています。また、
教師の長時間労働や教師不足の課題も生じて

総合教育政策局政策課振興計画係長

沼澤 綾子 Numazawa Ayako
平成28年入省（法律）

平成28年  4月

平成30年10月
平成31年  4月

令和  2年  1月

令和  3年  1月
令和  3年12月

文部科学省初等中等教育局
初等中等教育企画課教育制度改革室
（育児休業）
同　科学技術・学術政策局
人材政策課研究公正推進室
同　科学技術・学術政策局人材政策課
研究公正推進室研究公正推進係長
（育児休業）
現職
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業務概要

初等中等教育局

障害児を教育の真ん中へ

障害のある子に寄り添い、教育の真ん中へ

TO
P
IC

　We The 15というキャンペーンを知ってい
ますか？東京パラリンピック2020から始まっ
た、人口の15％にあたる障害のある人に係る
あらゆる壁をなくそうとするというものです。
15％とまではいきませんが、日本の学校で特
別な支援を受ける子供たちの数は、少子化が
進むこの10年で、倍増しています。特別支援学
級を置いている小・中学校は既に82％にも上
ります。昨年の調査で、平均して各学級に3人
発達障害の可能性のある子供が在籍している
ことも分かりました。
　それでは学校現場で、障害のある子に向き
合う特別支援教育が重視されているか。必ず
しもそうではありません。いわゆる「力のある」
先生は通常学級の担任になることが多いと言
われており、特別支援学級を置いている82％
の学校の校長先生のうち7～8割は特別支援
教育を未経験。学校の経営目標を見ても、障害
児のことも、特別支援教育のことも触れられて
いません。そこに障害のある子がいるのに。

幼稚園から高等学校段階までの学校教育の制度や予算を担当
します。全国の子供たちの学びのため、どのような教育環境で何
を教えるか、障害や家庭の状況等、子供の様々な教育ニーズにど
う応えるか、急速なデジタル化やグローバル化、感染症の拡大等
の社会変化にどう対応するのか、様々な関係者の声に耳を傾け、
必要な施策を検討、実行し、全国の学校現場や教育委員会を支
える仕事をします。
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国連障害者権利委員会（ジュネーブ）における対日審査 調査結果の公表に当たっての記者会見

初等中等教育局特別支援教育課長

山田 泰造 Yamada Taizo
平成11年入省（法律）

平成11年  4月
平成11年  7月
平成12年  9月
平成13年  1月
平成14年  4月
平成15年  2月
平成16年  9月
平成17年  4月
平成18年  7月
平成18年  8月
平成22年  4月
平成23年  7月
平成25年  4月

平成27年  9月

平成28年  9月

平成29年  4月
平成31年  4月

令和  2年10月
令和  3年  7月

文化庁長官官房総務課
同　長官官房著作権課
文部省高等教育局医学教育課
文部科学省高等教育局医学教育課
同　高等教育局医学教育課企画係長
文化庁長官官房政策課企画係長
（育児休業）
文部科学省研究振興局振興企画課総括係長
同　研究振興局振興企画課専門官
同　初等中等教育局教職員課課長補佐
同　高等教育局私学部私学助成課課長補佐
藤沢市教育委員会教育次長
文部科学省初等中等教育局
初等中等教育企画課課長補佐
（命）同　初等中等教育局
初等中等教育企画課中学校連絡調整官
同　科学技術・学術政策局
政策課国際戦略室専門官
同　高等教育局国立大学
法人支援課国立大学戦略室長
同　高等教育局大学振興課大学入試室長
文化庁参事官（文化創造担当）付地方創生企画官
（命）同　参事官（芸術文化担当）付
新文化芸術創造活動推進室長
同　文化資源活用課文化遺産国際協力室長
現職

初
等
中
等
教
育
局

　We The 15というキャンペーンを知ってい
ますか？東京パラリンピック2020から始まっ
た、人口の15％にあたる障害のある人に係る
あらゆる壁をなくそうとするというものです。
15％とまではいきませんが、日本の学校で特
別な支援を受ける子供たちの数は、少子化が
進むこの10年で、倍増しています。特別支援学
級を置いている小・中学校は既に82％にも上
ります。昨年の調査で、平均して各学級に3人
発達障害の可能性のある子供が在籍している
ことも分かりました。
　それでは学校現場で、障害のある子に向き
合う特別支援教育が重視されているか。必ず
しもそうではありません。いわゆる「力のある」
先生は通常学級の担任になることが多いと言
われており、特別支援学級を置いている82％
の学校の校長先生のうち7～8割は特別支援
教育を未経験。学校の経営目標を見ても、障害
児のことも、特別支援教育のことも触れられて
いません。そこに障害のある子がいるのに。

す。簡単ではありませんが、国もそれぞれの進
む先に寄り添っていきたいと考えています。

　このパンフレットに目を通している皆さんの
前には、様々な選択肢があることでしょう。どの
道も暗いところや明るいところを通っていくもの
です。文部科学省の仕事も楽しいことばかりで
はありません。つらいこともあります。むしろつら
いことの方が多いかな。いやだいぶ多いでしょ。
　でも、文部科学省の仕事のいいところは、教育
を良くしたい！という純粋な気持ちを、仕事として
ぶつけられること。これは魅力ですよ、皆さん。
　この世の中に「このボタンを押せば日本の教
育が良くなります。デメリットはありません。」と
いうボタンはもうありません。こちらを立てれ
ばあちらは立ちません。デメリットから目を背
けることはできません。それでもギリギリを求め
て議論をしていくことが必要です。皆さんと、正
解のない教育論議をぶつけ合いたいです。

 文部科学省では、このような状況を良しとせ
ず、障害のある子を、学校の、そして、教育の真
ん中に近づけるよう毎日様々な働きかけをして
います。

　特別支援教育は、耳を傾けるところから始ま
ると思っています。障害のある子供や、その家
族の思いは様々です。幼稚園や保育所で一緒
に遊んだ子と同じ小学校に進学したいケース
や、専門性の高い先生が多く少人数で学べる
特別支援学校を希望するケース。医療的なケ
アが必要で、看護師さんの配置等学校側の体
制を見た上で、安心できる学校に入学される
方もいます。何が正しいか。正解はありません。
　文部科学省がすべき仕事は、どのような学
びの場であっても、その場を選択した教育委員
会、本人、保護者が安心して質の高い学びを目
指すことができるよう、支えていくこと。どの関
係者も悩みながら前を向いて進もうとしていま

耳を傾け、寄り添う

受験生へのメッセージ
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業務概要

高等教育局

高等教育の使命

高等教育改革の方向性

答えのない課題に挑む、高等教育の醍醐味と苦悩

TO
P
IC

　Society 5.0の到来や本格的な人口減少等
社会の変化が激しく予測困難な時代の中で、
高等教育は、人材育成とイノベーション創出の
基盤として、我が国の社会や経済を支えること
のみならず、世界が直面する課題の解決に貢
献するという使命を持っています。

高等教育が全ての学修者の「学び」の意欲を満たすと同時に、社会
を支える重要な基盤となり、「知」の創出を通じた人類社会の発展
に寄与するよう、様々な政策を推進しています。具体的には、大学
及び高等専門学校の設置認可や評価を通じた教育の質の保証、
大学教育改革の支援や高度専門職業人材の育成等を進めるとと
もに、入学者選抜、学生支援、大学等の国際化と留学生交流、国立
大学の一層の活性化、私立学校の振興等に取り組んでいます。

　このような高等教育の使命を踏まえ、その役
割を果たすためには、大学等における教育研究
の一層の充実を図るとともに、産業構造や労働
需要の在り方等、予測される社会の変容に応じ
た改革にも取り組む必要があります。例えば、
最近ではデジタル・グリーン等の成長分野の
人材育成が喫緊の課題となっています。文部
科学省ではそうした人材の育成に向け、意欲
ある大学等が学部再編等に取り組みやすくな
るよう、約3,000億円の基金を新たに設け継
続的に支援する仕組みを創設しました。

それと同時に、変化が激しく予測困難な時代
にあって、学修者が自らの可能性を最大限に
発揮し、多様な価値観を持つ人々が協働して
社会を創っていけるよう、高等教育は多様性と
柔軟性を併せ持つ、学修者本位の知の基盤へ
と転換していく必要があります。

左から阿久津、北岡
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学生の豊かな学びや、地方創生の推進のために大学・自治体・産業界等向けにまとめた
好事例集「地域で学び、地域を支える。大学による地方創生の取組事例集」

中央教育審議会大学分科会の開始直前の様子

高
等
教
育
局

の調整等を行い、繰り返し議論しながら政策
を練り直していきます。それでもなお解が見い
だせずに暗たんたる気持ちになることもありま
すが、自分たちは高等教育行政のプロであり、
今この問題について最も考えているのは自分
だ、という思いでより良い政策の実現を日々目
指しています。

思いを実効性ある政策に
　こうしたことを実現する政策の立案において
は、学問の自由や大学の自治への配慮、学生の
学修機会の確保といった高等教育政策に通底
する価値観を大切にするとともに、進学希望者
や産業界等のデマンドサイドのニーズ、地方創
生や国際競争力の向上といったローカル・グ
ローバルな視点等、常に複数の考慮すべき重
要な事項との両立を求められます。私たちは大
学関係者をはじめとするステークホルダーと
の日常的なやりとりや調査研究の実施による
実情把握、それらを踏まえた中央教育審議会
等での専門的な検討、他府省や地方自治体と

受験生へのメッセージ
　多様な人々が協働して未来の世界を創って
いけるよう、後押しする。そのために文部科学
省においては、豊かな想像力を持って思考し、
自分と異なる意見を受け止めつつ対話し、未
来に向けて物事を前に進めていこうという大
いなる意欲に溢れた仲間を強く求めています。
高等教育をはじめとして、文部科学省の所掌
する分野の政策の重要性が一層高まる中、私
たちと一緒に困難な課題へ粘り強く向き合っ
てくださる方、お待ちしております。

　このような高等教育の使命を踏まえ、その役
割を果たすためには、大学等における教育研究
の一層の充実を図るとともに、産業構造や労働
需要の在り方等、予測される社会の変容に応じ
た改革にも取り組む必要があります。例えば、
最近ではデジタル・グリーン等の成長分野の
人材育成が喫緊の課題となっています。文部
科学省ではそうした人材の育成に向け、意欲
ある大学等が学部再編等に取り組みやすくな
るよう、約3,000億円の基金を新たに設け継
続的に支援する仕組みを創設しました。

それと同時に、変化が激しく予測困難な時代
にあって、学修者が自らの可能性を最大限に
発揮し、多様な価値観を持つ人々が協働して
社会を創っていけるよう、高等教育は多様性と
柔軟性を併せ持つ、学修者本位の知の基盤へ
と転換していく必要があります。

高等教育局高等教育企画課
高等教育政策室政策総括係長

阿久津 茉里 Akutsu Mari
平成28年入省（法律）

平成28年  4月
平成30年  4月
平成31年  4月

令和 元年10月

令和  3年  4月
令和  4年  8月

文部科学省高等教育局学生・留学生課
同　初等中等教育局初等中等教育企画課
同　初等中等教育局初等中等教育企画課
企画係長
同　初等中等教育局児童生徒課企画係長
（命）同　初等中等教育局初等中等教育企画課
学びの先端技術活用推進室専門職
同　科学技術・学術政策局政策課専門職
現職

高等教育局高等教育企画課課長補佐

北岡 龍也 Kitaoka Tatsuya
平成17年入省（経済）

平成17年  4月
平成18年  7月
平成20年  4月

平成21年  4月

平成22年  7月
平成24年  1月
平成24年  4月
平成25年  4月
平成25年  7月
平成26年  4月
平成28年  4月
平成30年  4月
平成31年  4月

令和  3年  6月
令和  4年  4月

文部科学省大臣官房政策課
同　科学技術・学術政策局基盤政策課
同　初等中等教育局教育課程課教育課程企画室
専門職
同　初等中等教育局国際教育課
外国語教育推進室企画調整係長
文化庁長官官房政策課企画係長
（併）同　長官官房政策課政策調整係長
文部科学省大臣官房総務課審議班審議第三係長
同　大臣官房総務課専門官
（併）同　大臣官房総務課審議班審議第一係長
同　高等教育局大学振興課課長補佐
岐阜県教育委員会学校支援課長
同　教職員課長
文部科学省高等教育局国立大学法人支援課
課長補佐
現職
（命）同　総合教育政策局教育デジタル
トランスフォーメーション推進室室長補佐
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業務概要

科学技術・学術政策局

世界の「科学」と国家の
「科学技術・イノベーション」

科学技術・イノベーションに祖国はあるか？

TO
P
IC

　「科学に国境はないが、科学者には祖国があ
る。（筆者仮訳）」－これは、近代細菌学の開祖 
ルイ・パスツール博士の言葉と言われています。
　科学は、“叡智”という人類共通の財産を生
み出す活動であり、オープンサイエンスの理念
の下、知を積み重ねることにより発展し、また
今後も発展させることが基本です。特に、気候
変動や環境問題等、一国では解決が困難な問
題、いわゆるグローバル・アジェンダが顕在化
している中では、その果たす役割への期待も高
まっています。
　しかし、技術やイノベーションと一体になる
と、科学とて社会から隔てられた西方浄土とい
うわけにはいきません。近年、科学技術・イノ
ベーション（STI）は世界各国において成長戦
略の中核に位置付けられていることから、オー
プンサイエンスの考え方を基本としつつも、
様々な価値観を持つ新興国の台頭による世界

科学技術・学術政策局では、科学技術・イノベーションの創出の実
現を目的とした政策の企画立案から推進までを一括して担当して
います。具体的には、児童生徒から第一線の研究者・技術者に至る
までの幅広い世代・分野の科学技術関係人材の育成や、科学技術
分野における国際活動の活性化、産学官の密接な連携、地域にお
ける科学技術の振興等を進めているところであり、日本の科学技
術・イノベーションの発展に向けて取り組んでいます。

秩序の再編プロセスにおいてSTIの戦略的価
値が高まる中で、我が国がどのように取り組ん
でいくべきかが強く問われています。

左から加藤、遠藤
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大学への説明会の様子（筆者は上段右側）

科
学
技
術
・
学
術
政
策
局

　「科学に国境はないが、科学者には祖国があ
る。（筆者仮訳）」－これは、近代細菌学の開祖 
ルイ・パスツール博士の言葉と言われています。
　科学は、“叡智”という人類共通の財産を生
み出す活動であり、オープンサイエンスの理念
の下、知を積み重ねることにより発展し、また
今後も発展させることが基本です。特に、気候
変動や環境問題等、一国では解決が困難な問
題、いわゆるグローバル・アジェンダが顕在化
している中では、その果たす役割への期待も高
まっています。
　しかし、技術やイノベーションと一体になる
と、科学とて社会から隔てられた西方浄土とい
うわけにはいきません。近年、科学技術・イノ
ベーション（STI）は世界各国において成長戦
略の中核に位置付けられていることから、オー
プンサイエンスの考え方を基本としつつも、
様々な価値観を持つ新興国の台頭による世界

経済安全保障
～先端重要技術を
「育て」、「守る」～

反・責務相反に陥り、結果として我が国からの
技術流出リスクが高まるのみならず、国際的な
信頼を失う恐れがあります。そのため、研究の
健全性・公正性（研究インテグリティ）を確保
する取組を進め、我が国全体として先端重要
技術を守ることで、国際的に信頼性のある研
究環境を構築していきます。

　近年、世界的規模での地政学的な環境変化
が起き、覇権争いの中核がSTIとなっている現
況下では、まずもって、我が国自身が自律的に
先端重要技術を確保し、世界の中で優位な存
在、ひいては不可欠な存在になっていかなけれ
ばなりません。そのため、先般可決・成立した経
済安全保障推進法も活用し、新たに立ち上げた
「経済安全保障重要技術育成プログラム（通称 
K Program）」により、我が国として確保すべき
先端重要技術の研究開発を進めています。
　他方、だからといって鎖国に陥ることなく、
オープンサイエンスを大原則とし、多様なパー
トナーとの国際協力及び国際交流を今後とも
進めていくことが重要です。しかし、およそ先端
技術が多義性を有することに鑑みると、国際情
勢が激変する中で、研究者が意図せず利益相

受験生へのメッセージ
　本TOPICのタイトルは、STIが国家の在り様
に与える影響がますます大きくなるとの認識
の下で提起しました。
　個人的な考えとしては、答えはNoでもあり、
Yesでもあります。すなわち、文部科学省のSTI
政策は、人類の“叡智”を生み出すことにも貢献
しますし、他方、我が国が他国に依存せずとも
存立していくための競争力を生み出すことにも
貢献します。今や、STI政策は、そのようなバラ
ンスの中で、技術系職員としての経験や知見も
生かしながら、絶妙なアクセルワークが必要と
なっています。
　世界はかつてないスピードで変化していま
す。その激動の中でSTI政策を進めていくこと
は、決して易しいことではありませんが、とてもダ
イナミックで、アトラクティブです。そんな仕事に
興味のある有志を、是非お待ちしています！

科学技術の
戦略的国際展開

　我が国はこれまで、強い経済力と研究開発
力に裏付けられ、STI分野における主要プレイ
ヤーとして、国際的な研究ネットワークにおい
て一定の存在感を持ち、主要分野での国際協
力のパートナーとして役割を果たし、信頼を勝
ち得てきました。
　引き続き、世界の知と多様性を取り込み、我が
国が世界の知の発展に貢献するとともに、我が
国の国際競争力を維持・強化するため、また世界
の研究ネットワークの主要な一角に位置付けら
れ、国際社会の期待に応え存在感を発揮するた
めに、国際頭脳循環や国際共同研究に係る政
策・施策を展開していきます。
　その一環として、まさにこの原稿を執筆して
いる時点（令和４年12月）において、令和４年
度第２次補正予算を活用し、高い科学技術水
準を有する欧米等先進国を対象として、政府
主導で設定する先端分野でより戦略的・機動
的に国際共同研究を支援するための施策を立
ち上げることとなりました。

秩序の再編プロセスにおいてSTIの戦略的価
値が高まる中で、我が国がどのように取り組ん
でいくべきかが強く問われています。

科学技術・学術政策局参事官
（国際戦略担当）付参事官補佐

遠藤 正紀
Endoh Masaki
平成18年入省（理工Ⅳ）
博士（理学）

平成18年  4月
平成19年  4月
平成21年  4月
平成21年  6月

平成23年  4月
平成24年  4月
平成24年  7月

平成24年10月

平成25年  7月
平成26年  9月

平成27年10月

平成29年  8月
令和 元年  7月

令和  3年  7月

文部科学省研究開発局海洋地球課
経済産業省原子力安全・保安院企画調整課
同　企画調整課審議班審議係長
文部科学省科学技術·学術政策局
基盤政策課総括・機構係長
同  科学技術・学術政策局政策課総括係長
同  科学技術・学術政策局政策課専門職
同　大臣官房総務課審議班審議第四係長
(命)大臣官房総務課法令審議室審議第四係長
同　大臣官房総務課専門官
(併)大臣官房総務課法令審議班審議第四係長
同　研究振興局参事官（情報担当）付参事官補佐
同　大臣官房総務課課長補佐
（大臣政務官秘書官事務取扱）
同  研究開発局研究開発戦略官
（核融合・原子力国際協力担当）付戦略官補佐
同   研究振興局ライフサイエンス課課長補佐
防衛装備庁技術戦略部技術戦略課
技術交流室総括班長
現職

科学技術・学術政策局参事官
（国際戦略担当）付経済安全保障戦略係長

加藤 拓巳
Kato Takumi
平成29年入省（工学）
博士（工学）

平成29年  4月
平成30年  4月
令和  2年  4月

令和  2年  6月
令和  2年  8月
令和  4年  4月

文部科学省大臣官房総務課審議班
同　研究振興局参事官（情報担当）付
同　研究振興局参事官（情報担当）付
次世代基盤技術係長
内閣府宇宙開発戦略推進事務局主査
（育児休業）
現職
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業務概要

研究振興局

研究者にとって
より使いやすい研究費に

研究者のチャレンジを応援したい

TO
P
IC

　「科研費」という単語を聞いたことはあるで
しょうか。その前身が大正７年に創設された科
学研究費助成事業、通称「科研費」は、この
100年間、日本の研究を下支えしてきました。
研究者が自発的にテーマを決めて研究を実施
しようとする時、まず応募するのがこの科研費
です。例えば、ノーベル生理学・医学賞を受賞
し、今やグローバルで患者への医療応用も始
まっている京都大学・山中伸弥教授のiPS細胞
に関する研究も、その萌芽期は科研費の支援
を受けていました。
　科研費は長い歴史を持ちますが、我々の学術
研究推進課では、研究者にとってより使いやすい
ものとなるよう制度改善を続けています。最近で
は、研究の進捗に合わせて予算を弾力的・効果
的に使えるよう、年度を超えた執行を可能とする
基金化を進めたり、国際的に活躍する研究者を
支援するため、海外滞在中は研究期間を延長で

研究振興局は、主に研究費の配分を通じ、日本各地で行われる研
究を盛んにしていく部署です。その範囲は、研究者の好奇心に基
づく「学術研究」から国が政策的に分野を指定する「戦略的研究」
まで、また、現時点では何の役に立つかわからないが知の創出に
貢献する「基礎研究」から社会実装を目指す「応用・実用化研究」
まで様々です。加えて、情報、量子、物質・材料、ライフサイエンスの
領域については、他国の動向分析や有識者との議論も踏まえなが
ら我が国の研究の方向性を決めていく役割も担っています。

きるようにしたりしました。このような改善方策
を、行政が独りよがりで行っていくのではなく研
究者と議論しながら日々検討しています。

左から
森、梶原
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永岡桂子文部科学大臣と理化学研究所の創発採択研究者等との意見交換

文部科学省と JST の創発担当者との週１回の定例ミーティング。
事業の大きな方向性から個々の研究者の状況まで細かく議論

創発の審査委員会。2,700以上の応募から約260件を丁寧に選考

東京大学・濡木理教授より、クライオ電子顕微鏡が構造生物学の発展に大きく寄与したことを学ぶ

研
究
振
興
局

　「科研費」という単語を聞いたことはあるで
しょうか。その前身が大正７年に創設された科
学研究費助成事業、通称「科研費」は、この
100年間、日本の研究を下支えしてきました。
研究者が自発的にテーマを決めて研究を実施
しようとする時、まず応募するのがこの科研費
です。例えば、ノーベル生理学・医学賞を受賞
し、今やグローバルで患者への医療応用も始
まっている京都大学・山中伸弥教授のiPS細胞
に関する研究も、その萌芽期は科研費の支援
を受けていました。
　科研費は長い歴史を持ちますが、我々の学術
研究推進課では、研究者にとってより使いやすい
ものとなるよう制度改善を続けています。最近で
は、研究の進捗に合わせて予算を弾力的・効果
的に使えるよう、年度を超えた執行を可能とする
基金化を進めたり、国際的に活躍する研究者を
支援するため、海外滞在中は研究期間を延長で

困難を極めましたが何とか事業を開始できま
した。それから10年経ち、iPS細胞が脊髄損
傷、パーキンソン病、重症心不全などの治療に
活用されているとの報道に触れるたびに、（自
分が研究したわけではないのですが）誇りに感
じ、患者さんのために良かったなと心から思い
ます。皆さんも「科学技術で社会を良くする」こ
とに挑戦してみませんか？
梶原　研究者の自由で挑戦的な研究活動を
支えるため、制度の改善・充実に向け日々取り
組んでいますが、いずれも一朝一夕にはいき
ません。行政として何ができるか、どうすれば
より良い制度になるかを、様々な研究現場を
知り、多くの関係者と議論しながら、考え続け
ることが重要だと思います。是非、皆さんの新
しい視点から、日本の研究を支えるより良い
科学技術行政を一緒に考えてみませんか？

森　山中教授がノーベル賞を受賞した平成
24年に再生医療の担当として、基礎研究の成
果を医療現場につなげるための事業の制度設
計をしました。関係者が非常に多く、調整には

受験生へのメッセージ

若手研究者の
自由で挑戦的な研究を
応援したい
　「この事業のおかげで子供の頃からの夢
だった『人はなぜ夢を見るのか』を解明するた
めの研究に着手できた。」そのような話を語っ
てくれた若手研究者がいました。「創発的研究
支援事業（創発）」は、主に若手研究者が自由
で挑戦的な研究に取り組むことを長期間支援
する事業で、令和２年度に開始したばかりの新
しい試みです。多くの研究事業は３～５年程度
ですが、創発は最長10年間にわたり研究費を
支援することで、短期的な成果が見込めないリ
スクの高い研究にもチャレンジすることを可能
とします。冒頭の研究者は、今までも夢の研究
をやってみたかったが夢の研究は世界的にも
例がなく、比較的近い「睡眠」に関する研究を
これまで行ってきたそうです。しかし、創発が長
い目でサポートしてくれることを知り応募した
ところ、見事採択され研究を開始できました。
このような「夢のある」研究をこれからも応援し
ていきます。

きるようにしたりしました。このような改善方策
を、行政が独りよがりで行っていくのではなく研
究者と議論しながら日々検討しています。

研究振興局学術研究推進課専門官

森　祐介
Mori Yusuke
平成23年入省（理工Ⅳ）
博士（生命科学）

平成23年  4月
平成24年  4月

平成25年  7月
平成25年  8月
平成26年  4月
平成27年  6月

平成29年  6月

平成30年  7月
平成31年  4月
令和 元年  6月

令和  4年  8月

文部科学省研究振興局ライフサイエンス課
同　研究振興局ライフサイエンス課
幹細胞・再生医学研究推進室
同　国際統括官付
同　大臣官房国際課国際協力企画室
同　大臣官房国際課国際協力企画室企画調査係長
同　大臣官房人事課計画調整班専門職
（人事院留学：アメリカ・ハーバード大学ケネディ
行政大学院・ハーバード大学医学大学院）
内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担当）
付参事官（総括担当）付主査
文部科学省科学技術・学術政策局政策課総括係長
同　科学技術・学術政策局政策課専門官
茨城県つくば市政策イノベーション部長
（兼）市長公室政策調整監
現職

研究振興局
学術研究推進課企画室企画係長

梶原 裕太 Kajiwara Yuta
平成30年入省（工学）

平成30年  4月
平成31年  4月
令和  2年  2月
令和  3年  4月
令和  4年  6月
令和  4年  8月

文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付
同　科学技術・学術政策局政策課
同　総合教育政策局調査企画課
同　総合教育政策局調査企画課企画係長
同　研究振興局学術研究推進課専門職
現職
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業務概要

研究開発局

環境・エネルギー政策と
文部科学省

グリーントランスフォーメーション（GX）と
科学・技術政策の結節点

TO
P
IC

　日本政府では、温室効果ガスの排出を
2050年までに実質ゼロとする「カーボン
ニュートラル」を達成することを宣言しました。
また、ウクライナ危機に端を発し、世界各国で
今後のエネルギー需給構造が改めて注目され
ています。こうした中、政府は、社会や産業の
カーボンニュートラル化を梃（てこ）に経済成
長を実現する「グリーントランスフォーメー
ション（GX）」に向けた政策を打ち出していま
す。歴史を振り返ると、人類は「技術（テクノロ
ジー）」により新たな世界を創ってきました。
「カーボンニュートラル」の実現にも新たな技
術の実現が不可欠です。研究開発局では革新
的な技術を生み出すことにより環境・エネル
ギー政策をけん引していくという観点で政策
立案を行っています。

研究開発局では主に大規模な研究開発プロジェクトの推進を
行っています。例えば、①カーボンニュートラルな社会の実現に
向けた半導体、蓄電池等の革新的技術や核融合研究開発、気候
変動予測に関する研究、②ロケットや人工衛星の開発、宇宙科
学・探査、③原子力の基礎基盤研究、④海底探査や極域研究、⑤
自然災害の被害軽減を目指す地震・防災分野の研究開発等を支
援しています。
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大学の半導体の研究施設を見学し意見交換

研
究
開
発
局

ゼロから事業を
立ち上げるということ
　こうした中で、令和３年度は経済安全保障上
も重要性の増す半導体集積回路の新規事業を
立ち上げ、令和４年度はGX実現に向けたキー
テクノロジーである蓄電池、水素・燃料電池、バ
イオものづくりに関する新規の大型基金事業を
立ち上げました。お役所仕事というと堅いイ
メージがあるかもしれませんが、構想から新規
事業の立ち上げに至るまではドラマの連続で
す。それぞれの分野での有識者とのネットワー
クづくりから、事業内容の検討、省内関係者の
説得、関係機関との調整、財政当局との折衝、
国会議員への説明等、技術的な知識、分析力、
資料作成力、調整力、交渉力等、チームメン
バーの様々なスキルや人脈、熱意をフル活用し
ながら、突破していきます。はじめは「五里霧
中」ですが、一つ突破する毎に、後押ししてくれ
る方が増え、光がさし、どんどん話がスリリング
に展開されていきます。パブリックなことを扱う

受験生へのメッセージ
　「大企業病」とも言われますが、大きな組織
で仕事をすることは、様々な組織や前例の壁等
があり、窮屈に感じることもあるかもしれませ
ん。一方で、個人で仕事をする場合、自由度は
あり新たなことにチャレンジする際の障壁は低
いですが、なかなか大きな仕事になってはいき
ません。
　では、「大きな組織」で「新たなことにチャレ
ンジする」ことは困難とはいえ、全く不可能な
のでしょうか？楽観的過ぎるかもしれません
が、私はそうは思いません。ビジョンを共有で
きる意欲ある個人がつながることによって可
能だと思います。毎回とは言いません。役所で
は約２年おきに異動があります。皆さんも個人
としてのスキルを鍛錬する中で、どこかのタイミ
ングで、日々個人を高めチームとしても目標実
現に向け切磋琢磨できる仲間やアイデアを引
き上げてくれる先輩、上司を文部科学省で必
ず見つけられると思います。新たな価値を生み
出すのは、「若者、よそ者、かわり者」とも言われ
ます。文部科学省も新たなチャレンジをする若
い仲間を求めています。

が故の関係者の多さや、大きな組織で仕事を
するが故の展開の大きさは、この場合、非常に
魅力であると思います。

技術と科学を結ぶ難しさ
　技術を製品化し普及させるのは、主に民間企
業です。しかし、現在の社会を支える「リチウム
イオン電池」や「青色発光ダイオード」等が製品
化されるまでには、大学における基礎研究や企
業での開発、両者での人材の流動等が複層的
に折り重なっています。研究開発の軸足が、大
学にあるのか民間企業にあるのかは、産業動向
や技術の進化論にもよりますが、一般的に、技
術の成熟度の向上には大学等が強みとする「科
学（サイエンス）」が大きな役割を果たします。
我々は、そうした産業動向や技術動向を関係省
庁、関係機関等から収集し、企業の技術者や、
大学の研究者等の様々なステークホルダーと
も議論を重ねながら、「技術」の将来性や、「科
学」を「技術」へとつなげるための基礎研究振興
策について日々考えています。

研究開発局
環境エネルギー課課長補佐

吉元 拓郎 Yoshimoto Takuro
平成23年入省（理工Ⅲ）

平成23年  4月
平成24年  7月

平成24年  9月

平成25年  4月

平成26年  4月

平成26年  6月

平成28年  7月
平成29年  6月

平成31年  4月
令和 元年  6月

令和  3年  6月

文部科学省研究振興局振興企画課
同　科学技術・学術政策局
原子力安全課防災環境対策室
同　科学技術・学術政策局
放射線対策課放射線環境対策室
原子力規制委員会原子力規制庁監視情報課
放射線環境対策室
同　放射線防護対策部監視情報課
放射線環境対策室総括係長
文部科学省研究振興局参事官付
ナノテクノロジー・材料企画・機構係長
同　科学技術・学術政策局政策課総括係長
同　大臣官房人事課計画調整班専門職
（人事院留学：フランス・パリ政治学院）
同  大臣官房人事課専門官
同  大臣官房政策課専門官
（併）内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局局員
現職

令和３年度に立ち上げたGX技術推進チームの議論風景
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業務概要

スポーツ庁

「スポーツ医・科学」という
政策分野

全てのアスリートが可能性を発揮することができる
環境の実現に向けて

TO
P
IC

　従来、日本のスポーツ界では、「スポ根（ス
ポーツ根性）」という言葉に表されるように、勝
つためには過酷な練習を乗り越えることが必
要、という風潮が根強くありました。しかしなが
ら、過度なトレーニングはけがにつながり、か
えって選手生命を短くしてしまう危険性があり
ます。また、このような風潮はアスリートの人権
を軽視した考え方に根ざしているという点にお
いても大変問題です。
　アスリートにとって、競技力向上はもちろん
のこと、健康を維持しながら安全に競技を継
続するために重要なことは、「科学的根拠」に
基づいてトレーニングに取り組むことです。
　日本では、平成13年10月に国立スポーツ科
学センター（JISS）が設立され、トップアスリー
トに対してスポーツ医・科学、情報等による多
面的で高度な支援を実施してきました。
　こうした支援をごく一部のトップアスリート

だけではなく、全国のアスリートに広げること
が重要です。

スポーツ庁では、トップアスリートの競技力向上に向けた支援を
始め、スポーツ実施による健康増進や広く国民へのスポーツの
普及、運動部活動改革、スポーツの成長産業化、スポーツ国際交
流等、スポーツを通じたより良い社会の実現に向け、金メダリス
トである室伏長官のリーダーシップの下、スポーツに関わる政策
を総合的に推進しています。

左から筒井、西川
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地域におけるスポーツ医・科学支援の実施体制

ス
ポ
ー
ツ
庁

　従来、日本のスポーツ界では、「スポ根（ス
ポーツ根性）」という言葉に表されるように、勝
つためには過酷な練習を乗り越えることが必
要、という風潮が根強くありました。しかしなが
ら、過度なトレーニングはけがにつながり、か
えって選手生命を短くしてしまう危険性があり
ます。また、このような風潮はアスリートの人権
を軽視した考え方に根ざしているという点にお
いても大変問題です。
　アスリートにとって、競技力向上はもちろん
のこと、健康を維持しながら安全に競技を継
続するために重要なことは、「科学的根拠」に
基づいてトレーニングに取り組むことです。
　日本では、平成13年10月に国立スポーツ科
学センター（JISS）が設立され、トップアスリー
トに対してスポーツ医・科学、情報等による多
面的で高度な支援を実施してきました。
　こうした支援をごく一部のトップアスリート

スポーツ行政の「醍醐味」
　また、少子化が進む我が国において、より多く
の優れたアスリートを発掘・育成し、強化につな
げていくためには、スポーツ医・科学支援に限ら
ず、様々な場面で地方公共団体や地方の関係
団体と連携して取り組むことが不可欠です。
　今、スポーツ庁では、我が国の国際競技力の
向上に向けて、日本全体が一丸となって取り組
んでいくために、全国の関係者をどう結びつけ
ていくか、そして、その結びつきが持続可能な
ものとなるようにどうシステム化（仕組み化）し
ていくか、ということに取り組んでいます。
　国全体を巻き込んで施策を推進することは、
一朝一夕にできることではありませんし、地道

受験生へのメッセージ
　「スポーツ医・科学支援」の分野は、学生時代
によほどスポーツに打ち込んだ方でない限り普
段聞きなれない専門用語であふれており、室伏
長官を始め専門家の方 の々意見を聞きながら国
の大きな方針を決めていく作業は大変なもので
す。特にスポーツ政策は他の政策分野と異なり
歴史が浅く発展途上ですが、逆に言えば伸びし
ろが大きく、大変チャレンジングな分野です。
　また仕事を通じて、民間企業、地方公共団
体、さらには国際機関等様々なステークホル
ダーに関われるというのもスポーツ政策分野
の大きな魅力と言えます。
　知的好奇心に溢れ、課題に真摯に向き合
い、多くの関係者を巻き込みながら、精一杯未
開拓分野に取り組んでいきたい、そうした高い
志を持った皆さんと一緒に働ける日を楽しみ
にしています。

な調整を積み重ねていくことが不可欠です。
　しかしながら、これは国の機関であるスポー
ツ庁でしか取り組めないものであり、責任重大
であるとともにとてもやりがいのある仕事だと
感じています。

地域のスポーツ医・科学
支援機能の向上
　このため、「第３期スポーツ基本計画」及び
「持続可能な国際競技力向上プラン」では、居
住地域にかかわらず、全国のアスリートがス
ポーツ医・科学によるサポートを受けられる環
境を整備することを国の方針として掲げまし
た。
この方針を具体化するため、スポーツ庁では、
「地域におけるスポーツ医・科学支援機能の在
り方に関する検討会議」を設置し、各地域のア
スリートサポート体制について、サポートの質
を向上させるとともに、サポート対象の範囲に
ついても拡大していく必要性について議論しま
した。令和５年度から新規事業を実施し、地域
のスポーツ医・科学支援機能の向上を図る体
制づくりを支援することとしています。

だけではなく、全国のアスリートに広げること
が重要です。

スポーツ庁競技スポーツ課長

西川 由香 Nishikawa Yuka
平成11年入省（経済）

平成11年  4月
平成12年  9月
平成13年  1月

平成14年  7月

平成16年  7月
平成18年  4月
平成19年  4月
平成20年  9月
平成21年  4月
平成23年  4月

平成24年  3月
平成25年  4月
平成26年  4月

平成28年  8月
平成29年  7月

平成30年10月

令和 元年  7月
令和  3年  4月

令和  4年  7月

文部省学術国際局国際企画課
総務庁長官官房高齢社会対策室企画担当主査付
内閣府政策統括官(総合企画調整担当)付参事官
(高齢社会対策担当)付
文部科学省大臣官房人事課審査班専門職
(人事院留学：米・カリフォルニア大学ロサンゼルス校)
同　科学技術・学術政策局計画官付専門職
同　高等教育局高等教育企画課専門職
文化庁文化財部記念物課課長補佐
（育児休業）
独立行政法人国際交流基金文化事業部上級主任
文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課
専門官
（育児休業）
同　スポーツ・青少年局競技スポーツ課専門官
独立行政法人日本学生支援機構
グローバル人材育成企画課長
文部科学省高等教育局学生･留学生課専門官
同　生涯学習政策局社会教育課
地域学校協働推進室長
同　総合教育政策局地域学習推進課
地域学校協働活動推進室長
同　高等教育局専門教育課専門職大学院室長
同　大臣官房総務課広報室長
(命)大臣官房文部科学広報官
現職

スポーツ庁競技スポーツ課課長補佐

筒井 諒太郎 Tsutsui Ryotaro
平成24年入省（法律）

平成24年  4月
平成24年  7月
平成26年  4月
平成27年  4月

平成27年10月
平成28年  7月

平成30年  8月

令和  2年  4月
令和  2年  8月
令和  2年10月
令和  4年  4月

文部科学省大臣官房人事課計画調整班
同　高等教育局学生・留学生課
同　スポーツ・青少年局スポーツ・青少年企画課
同　スポーツ・青少年局スポーツ・青少年企画課
専門職
スポーツ庁参事官（地域振興担当）付企画係長
文部科学省生涯学習政策局生涯学習推進課
専修学校教育振興室専修学校第一係長
同　大臣官房人事課計画調整班専門職
（人事院留学：イギリス・ラフバラ大学／
ロンドン大学バークベック校）
同　大臣官房人事課専門官
（併）内閣府本府地方分権改革推進室参事官補佐
同　初等中等教育局初等中等教育企画課専門官
現職

HPSCでのトレーニングの様子 長官との打合せ風景
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業務概要

文化庁

文化って何だろう

”文化の香り”がする国へ

TO
P
IC

　皆さんは、「文化」と聞いて何を思い浮かべ
ますか。全国各地のお寺や仏像？歌舞伎等の
伝統芸能？それだけではありません。アニメや
漫画は日本の誇るべき文化です。ファッション
や食のように、暮らしに根ざした文化もありま
す。改めて見回すと、私たちの生活は文化で囲
まれ、文化に支えられていることに気付きま
す。文化行政に携わるということは、私たちの
生活そのものを支える仕事とも言えるかもし
れません。文化庁は、音楽・演劇といった芸術や、映画・漫画・アニメ等のメ

ディア芸術、能楽や歌舞伎等の伝統芸能、さらには茶道や食文化
といった生活文化等、多岐にわたる我が国の文化芸術の振興を
図るとともに、その発展を支える著作権や国語施策にも取り組
み、文化に関する施策を総合的に推進しています。令和５年３月
の京都移転を経て、我が国の文化芸術の更なる発展に向け、施
策の一層の推進を図っていきます。

文化を守る、だけではない
　文化行政というと、文化を守る仕事だと思
われる方が多いかもしれません。勿論、我が国
の文化そのものを守り、振興することは文化庁
の重要なミッションです。しかしながら、近年、
文化を通して、「経済」「観光」「まちづくり」等、
社会経済に関わる様々な側面を活性化してい
く、という役割が重要性を増しています。

　例えば、世界でアートの取引が盛んに行わ
れる中、日本で国際的なアートフェアを開催
し、経済活性化につなげようという取組を始
めています。そのためには、租税や外交等の
様々な行政分野と連携し、アートフェアの開
催に魅力的な環境を整えることが必要であ
り、そこに行政官としての力の発揮が求められ
ます。また、全国各地にある文化資源を、地域
の他の資源と一連のストーリーとしてつない
だり、夜間のイベントの開催等特別な体験を
提供する取組を行ったりすることで、文化資
源が「観光資源」に生まれ変わります。そうし
た取組の支援もまた文化庁の役割です。
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京都移転後の文化庁新庁舎イメージ図。令和５年３月27日に京都での業務を開始する。

文
化
庁

文化芸術立国を次代へ
　文化庁政策課における私の仕事は、前述の
ような文化に関する幅広い取組の全体を見渡
し、総合的に調整・発信していくことです。私自
身、我が国の豊富な文化資源に囲まれ、文化
体験を楽しみながら人生を過ごしてきました。
至るところで"文化の香り"がする「文化芸術立
国・日本」を次代につなげていけるよう、日々取

まだ見ぬ未来を
目指す人を支える仕事
　教育・科学技術・スポーツ・文化という文部
科学省が所掌する４つの分野に共通するの
は、「まだ見ぬ未来を目指す人を支える」行政
分野であることだと、私は常々考えています。文
部科学省の取り組む施策の先には、必ず、それ
に携わる「人」がいます。そうした人を支えるた
めには、常に現場の声に耳を傾け、時には青臭
い議論をしながら、より良い未来に向かって何
ができるかに知恵を絞ることが必要です。私た
ちの取り組む一つ一つの施策、一挙手一投足
が、全国の文化芸術関係者や教育関係者、ス
ポーツ関係者、研究者等に大きく影響し得る
仕事です。その責任と向き合い、常に頭を悩ま
せつつ、仲間と議論しながら前に進んでいくこ
とをいとわない、そうした皆さんと一緒に仕事
ができれば嬉しいです。そうして取り組んだ先
には、大きなやりがいと達成感、そして、より良
い未来が待っています。

り組んでいます。

　文化行政というと、文化を守る仕事だと思
われる方が多いかもしれません。勿論、我が国
の文化そのものを守り、振興することは文化庁
の重要なミッションです。しかしながら、近年、
文化を通して、「経済」「観光」「まちづくり」等、
社会経済に関わる様々な側面を活性化してい
く、という役割が重要性を増しています。

　例えば、世界でアートの取引が盛んに行わ
れる中、日本で国際的なアートフェアを開催
し、経済活性化につなげようという取組を始
めています。そのためには、租税や外交等の
様々な行政分野と連携し、アートフェアの開
催に魅力的な環境を整えることが必要であ
り、そこに行政官としての力の発揮が求められ
ます。また、全国各地にある文化資源を、地域
の他の資源と一連のストーリーとしてつない
だり、夜間のイベントの開催等特別な体験を
提供する取組を行ったりすることで、文化資
源が「観光資源」に生まれ変わります。そうし
た取組の支援もまた文化庁の役割です。

文化庁政策課企画係長

板東 孝訓 Bando Takanori
平成28年入省（教養）

平成28年  4月
平成29年  7月
平成31年  4月
令和  2年  7月
令和  3年10月

文部科学省大臣官房総務課審議班
同　初等中等教育局教育課程課教育課程企画室
同　初等中等教育局教育課程課企画調査係長
スポーツ庁競技スポーツ課企画係長
現職

日本遺産「国境の島_壱岐・対馬・五島～古代からの架け橋～」。
文化資源をストーリーでつなぐことで、観光資源として魅力化。

2022年には、音楽フェスとアートを融合させたイベントを開催。

小林健太／フラグメンツ・オブ・メモリー, 2022  Photo: 木奥恵三
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